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神
奈
川
ネ
ッ
ト
は
、

地
域
政
党
で
す
。

生
活
の
課
題
は

政
治
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

国
の
政
党
が
、
地
方
の
政
治
ま
で

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
で
は
な
く

多
様
な
地
域
政
党
が
政
策
を
競
い

住
み
や
す
い
ま
ち
を
つ
く
る

社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

■市民の生活・活動法律相談：5/19（水）
■第3回運営委員会：5/27（木）

佐々木ゆみこ（ネット宮前／県議）

　
　
　
　
　
　
　
関
西
電
力
が
、
運
転
開
始
か
ら
40
年
を
超
え
た
美

浜
原
発
３
号
機
を
６
月
下
旬
に
も
再
稼
働
す
る
と
発
表
し
た
。40
年

超
原
発
の
再
稼
働
は
国
内
初
だ
▼
菅
首
相
が
「
2
0
5
0
年
CO₂
排
出

ゼ
ロ
」宣
言
を
し
た
が
、
4
月
に
は
自
民
有
志
に
よ
る
原
発
の
新
増
設

や
建
替
え
推
進
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
明
記
さ
せ
る
こ
と
を
め

ざ
す
「
脱
炭
素
社
会
実
現
と
国
力
維
持
・
向
上
の
た
め
の
最
新
型
原

子
力
リ
プ
レ
ー
ス
推
進
議
連
」
が
発
足
し
た
▼
福
島
原
発
事
故
以
降
、

国
は
原
発
の
新
増
設
に
は
慎
重
姿
勢
だ
が
、
老
朽
化
し
た
原
発
の
再

稼
働
も
論
外
だ
。原
発
あ
り
き
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
で
は
な
く
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
を
何
よ
り
最
優
先
す
べ
き
だ
。　(

C
・
M
）

ひとり一人の命を守る

　神奈川県議会議会改革検討会議が3
月に県議会業務継続計画案を策定したこ
とを受け、5月13日に「組織におけるク
ライシスマネジメントの本質」を内容とし
た講演がありました。
　講師となった西條剛央さんは本質行動
学から、3.11の大川小学校事故の発生、
その後の事後対応等を研究されていま
す。今回は、大川小学校事故からコロナ
感染症拡大防止に至る、重要局面をどの
ようにマネジメントするかについて主に話
されました。まず、一つひとつの結果論を
問うのではなく、生存行為を優先させる
ことが大切であるとのこと。緊急事態宣
言の結果を問うのではなく、ウイルスを
拡散させないことが命を守ることにつな
がる「本質」であること。それには例外は
なく、自分たちは大丈夫と思ってしまう
「非自己適用バイアス」を排除することの
大切さは、まさに一人ひとりの行動に直結
しています。

　
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
1
0
0
%
の
未

来
を
つ
く
る
〜
第
6
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本

計
画
へ
の
意
見
提
出
運
動
に
参
加
し
よ
う 

」

ス
タ
ー
ト
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。

　
2
0
3
0
年
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画

の
改
定
を
前
に
し
て
、
20
年
遅
れ
て
い
る
と

言
わ
れ
る
日
本
の
政
策
に
提
言
す
る
べ
く

開
か
れ
た
こ
の
学
習
会
で
は
、
公
益
財
団
法

人
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
財
団
大
林
ミ
カ
事
務

局
長
よ
り
基
調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。世
界

の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
政
策
転
換

の
動
向
、投
資
先
と
し
て
の
期
待
、世
界
企
業

(

G
A
F
A
M)

を
は
じ
め
と
す
る
企
業
側

か
ら
の
取
り
組
み
な
ど
、
世
界
は
完
全
に
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
シ
フ
ト
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。 

　
反
面
、
日
本
は
現
在
も
、
石
炭
・
石
油
・

原
子
力
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
主
軸
で
す
が
、ど

れ
も
今
後
の
展
望
は
低
く
世
界
の
流
れ
に

逆
行
し
て
い
ま
す
。現
在
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
割
合
は
22
%
、こ
の
ま
ま
の
政
策

で
い
け
ば
2
0
3
0
年
に
は
政
府
目
標
の

35
%
に
な
る
予
想
で
す
が
、
諸
外
国
か
ら
の

要
求
は
さ
ら
に
高
く
、国
内
か
ら
の
企
業
、自

治
体
か
ら
の
声
も
あ
り
、
そ
れ
を
超
え
る
さ

ら
な
る
高
い
目
標
値
の
設
定
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。  

　
世
界
の
動
向
と
は
逆
行
す
る
日
本
の
化

石
燃
料
中
心
、
原
発
推
進
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
を
改
め
、
地
域
に
根
差
し
た
分
散
型
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
政
策
転
換
す
る
に

は
、多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、ま
ず
は
高

い
目
標
値
の
設
定
と
そ
れ
を
後
押
し
す
る
、

需
要
者
、
消
費

者
の
声
が
重
要

で
す
。す
で
に

解
決
の
道
は
見

え
て
い
ま
す
。

各
地
域
か
ら
も

声
を
あ
げ
、
運

動
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
東
京
・
生
活

者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ジ
ェ

ン
ダ
ー
主
流
化
と
は
何
か
。コ
ロ
ナ
禍
の
い

ま
だ
か
ら
こ
そ
実
現
し
た
い
誰
も
が
生
き

や
す
い
社
会
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
と
は
、
政
治
的
側
面

で
は
女
性
の
政
治
参
加
を
通
し
て
あ
ら
ゆ

る
こ
と
に
女
性
の
視
点
を
取
り
入
れ
、
平
等

主
義
の
社
会
を
作
っ
て
い
く
こ
と
。シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
は
、
世
界
の
女
性
の
政
治
参
画
の

状
況
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
明
ら
か
に
な
っ
た
男

女
格
差
の
問
題
、
選
択
的
夫
婦
別
姓
に
つ
い

て
、
日
本
の
司
法
を
ど
う
変
え
ら
れ
る
か
な

ど
、専
門
家
か
ら
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。世

界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
今
年
３
月
に
発
表

し
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
リ
ポ
ー
ト
で

は
、日
本
は
1
5
6
ヵ
国
中
1
2
0
位
で
、政

治
分
野
は
特
に
遅
れ
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
感
染
を
抑
え
て
い
る
国
で
は
、
政
治
の
場

に
女
性
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。国
会
議
員
の
割
合
は
、フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
47
％
、台
湾
41
・
6
%
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
40
・
8
%
で
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
は
、女
性
の

貧
困
や
格
差
問
題
が
広
が
っ
て
い
ま
す
が
、

未
だ
法
律
や
社
会
の
し
く
み
は
男
が
稼
い

で
、
女
が
家
庭
を
支
え
る
構
造
を
モ
デ
ル
と

し
た
も
の
ば
か
り
で
す
。労
働
の
平
等
も
実

現
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
男
女
格
差
を
な
く
し
て
い
く
に
は
、
人
々

の
意
識
と
社
会
の
変
革
が
必
要
で
す
。例
え

ば
選
択
的
夫
婦
別
姓
で
は
世
論
の
賛
成
割

合
は
6
7
%
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
男

性
中
心
の
与
党
の
抵
抗
で
政
策
は
な
か
な

か
進
み
ま
せ
ん
。意
識
は
徐
々
に
変
わ
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
政
治
の
場
に
女
性
が
少
な

い
こ
と
か
ら
社
会
が
変
わ
っ
て
い
か
な
い

構
造
が
あ
り
ま
す
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
は
、
多
様
化
と
め
ざ

す
と
こ
ろ
は
同
じ
で
す
。人
間
ら
し
く
自
己

実
現
で
き
、
自
己
主
張
で
き
る
社
会
に
す
る

た
め
に
は
、
女
性
が
政
治
の
場
に
参
加
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
し
て
、
東
京
・
生
活
者

ネ
ッ
ト
は
政
策
の
大
き
な
柱
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
後
半
で
、
７
月
４
日
に

行
わ
れ
る
都
議
会
議

員
選
挙
の
候
補
者
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。市

民
の
議
席
を
確
保
す

る
た
め
、活
動
に
期
待

し
ま
す
。

県議会県議会県議会

は
た
い
陽
子(

ネ
ッ
ト
あ
や
せ
/
市
議
）

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー 

1
0
0
%
の
未
来
を
つ
く
る

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
主
流
化
」と
は
何
か

山
崎
さ
ゆ
き(

大
和
市
民
会
議
/
市
議
）

　現在、新型コロナウイルス感染症は変
異株により、今までの対策では感染を抑
え込むことが出来ず、感染が拡大してい
ます。だからこそ、今まで以上の対策が必
要であり、自分は大丈夫と思わないことを
しっかり伝えていくことがクライシスマネ
ジメントのひとつです。きっかけを契機
に、関心を寄せ、価値はなにかを考え想像
し、行動に移す人を増やすこと。これは、地
震などの大規模災害やコロナ対策で、平
時から考え、共感する人を増やし、ともに
最悪を想像しながら「命」を守ることにつ
なげていくための大きな力になり得るも
のです。
　神奈川県内でもまん延防止重点地域
が設定され、さまざまな行動制限がか
かっています。飲食店だけでなく多くの市
民生活に影響しているあらゆる事案に対
し、行政がするべきことをしっかり追及し
ていくことが議会に求められている気づ
きの講演となりました。

神奈川ネットヤングケアラーホットライン
     ☎ 045-651-2093 
　 期間:4/19 ~ 6/18 の月・水・金 15 時~ 17 時

今回は定数26人に39人が立候補する激戦でしたが、井上みか
こは 2016 票を獲得 して当選しました。 たくさんの皆さんに応援
していただき、井上みかこは選挙戦を全力で駆け抜けました。市
役所移転や新駅設置、 防災対策や子育て支援、高齢者福祉の充
実など、鎌倉市の課題は山積しています。市政に真摯に取り組み、
「それって政治だよ!」を実践していきます。

  2,016票（投票率：48.73%）

当選　井上みかこ

鎌倉市議会議員選挙結果
4月25日投開票

　2020年度介護保険プロジェクトでは、文部科学省と厚生労働省のプロジェクト
によるヤングケアラーの学校への調査に注目をしてきました。3月に会合がもた
れ、報告が出されました。
　報告書に拠れば、調査した中学２年生・高校２年生・夜間高校・通信制高校
それぞれにヤングケアラーは存在しますが、中学２年生で 17 人に 1 人というの
は驚くべき結果でした。学習や部活の時間を介護に割いている子どもたちがいる
ことに学校も周りの大人も気がつくべきです。
　川崎市では子どもの権利条例が出来て 20 年が
たちました。学習の権利、生き生きと遊び生活する
権利を守っていきたいとあらためて考えます。ヤン
グケアラーを支援するためにまずは相談から課題
を抽出していきます。　                 （座長 渡辺あつ子）

ヤングケアラーが抱えている課題を知る

相談は電話でもQRコードからでも受け付けています。詳細はこちら

未来につなげる♪エネルギーアクション！

情報紙427号１面の第8期介護保険料調査の表、
相模原市の第8期介護保険基準額の表記に誤りが
ありました。正しい金額は 6,000 千円でした。
訂正してお詫び致します。


